
－ 26 － 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

１４ 小池 義治（１０） １．まちづくりセンター等の会議室へのインターネット環境整

備について 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、新しい生活様式が

求められる中で、これまでの会議やセミナーの開催方法が見

直されている。会議参加者を数人に絞った上で、残りのメン

バーはＺｏｏｍなどのオンライン会議システムを使って自宅

から参加したり、セミナー等は会場参加者を限定し、インター

ネットでライブ配信したりする方法などが試みられている。

デジタル変革宣言をした本市として、公共会議室へのイン

ターネット環境整備を急ぐべきであり、特に災害時に避難場

所となるまちづくりセンターにはフリーＷｉ－Ｆｉが必要と

考える。 

以下、質問する。 

(1) まちづくりセンター、ロゼシアター、交流プラザ、市民

活動センターなど、市民が借りることができる会議室のイ

ンターネット環境（Ｗｉ－Ｆｉの有無や回線速度)は、どの

ような状況か。 

(2) オンライン配信が可能なインターネット環境を整備して

はどうか。 

２．あらゆる制度はシンプルで分かりやすくあるべき 

毎年度、様々な新しい制度が開始されるが、複雑すぎるも

のが見受けられる。２つほど例示する。 

スミドキＵ－40プラス（富士市若者世帯定住支援奨励金交

付制度）は、今年度より世代間の助け合いにつながる多世代

同居・近居を支援する目的で、補助金交付に20万円を加算す

るメニューが追加されたが、「直系親族で小学生以下の子ども

がいる三世代又は65歳以上の親がいる若者世帯の二世代が、

同一棟又は同一敷地内の離れに居住するか、住宅と同一小学

校区又は直線距離１キロメートル以内に居住する場合」とい

う複雑な条件がつけられている。 

また、今年10月１日から令和３年２月14日までの期間で行

われる電子プレミアム付商品券「ふじペイ」の事業は、１セッ

トにつき、額面１万3000円分の電子商品券（本人ＩＤが印刷

されたカードまたは専用スマホアプリ）を１万円で販売する

ものだが、「１万3000円のうち8000円分は全ての加盟店舗で使

用可能であるが、5000円分は飲食・生活関連サービス業等の

店舗のみで使用可能」という条件があり、この意味が一読し

て分かりにくかったという市民の意見が聞かれた。 

制度設計に当たっては、市民がストレスなく理解できるよ

うに、もっとシンプルさを重視すべきと考えるがいかがか。

３．富士市の地価はなぜ安いか 

本市は人口規模で県下３位だが、地価はかなり安い水準に

ある。平成31年地価公示における静岡県内の市町別最高価格

地点順位では、住宅地の１平方メートル当たりの価格が、１

位の静岡市は34万1000円、２位の浜松市は28万2000円、３位
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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

１４ 小池 義治（１０） の三島市は15万8000円と続き、本市は裾野市、藤枝市、函南

町を下回り10位の９万7600円、商業地の１平方メートル当た

りの価格では、１位の静岡市は150万円、２位の浜松市は63

万5000円、３位の三島市は31万円と続き、本市は藤枝市、熱

海市、御殿場市を下回る８位の13万7000円であった。なお、

市町別平均価格での本市の順位は、住宅地が県下10位、商業

地は11位以下であった。 

これまで本市のシティプロモーションでは、自然の恵みな

どが強調される一方で、地価の安さについては直接的に触れ

られてこなかった。地価が安いことは、魅力に乏しいから需

要が少ないというマイナスイメージとつながりがちである

が、本市の地価の安さは供給面の要因も大きいのではないだ

ろうか。本市の市街化区域の面積は5932.6ヘクタールと、人

口が本市の３倍前後の浜松市の9872.7ヘクタールや、静岡市

の１万402.9ヘクタール、人口で本市に次ぐ沼津市の3158.6

ヘクタール、磐田市の2807.8ヘクタールなどと比較して広く、

400ヘクタール以上残る市街化区域内農地の宅地への転用が

徐々に進んでいることが、新しい宅地の供給過多につながり、

地価を押し下げる要因の一つになっているように感じる。 

以下、質問する。 

(1) 本市の地価が安い理由をどのように認識しているか。 

(2) 本市の地価は安く、広い庭やガレージのある良質な住宅

を購入しやすいことを、もっとＰＲしてはどうか。 

４．スミドキＵ－40の「やめどき」について 

2014年度に始まったスミドキＵ－40であるが、2019年度ま

での決算額の合計が４億7280万円、2020年度の予算が１億

1730万円、合算して５億9010万円の支出となっている。若者

世代の人口流出に危機感を抱いてのカンフル剤的施策として

始まったと理解しているが、６年が経過し、これを今後も恒

久的に継続していくには財政的負担が大きすぎると感じてい

る。 

若者世代の移住定住は就労とセットであるので、産業政策

課所管の企業誘致やテレワーク推進、商業労政課所管のＵＪ

Ｉターン施策、また、シティプロモーション課所管の関係人

口を増やすための取組などと整合の取れた予算配分を図り、

アフターコロナの時代に対応した、富士市ならではのライフ

スタイルをＰＲした、これまでとは違う切り口での施策を求

めたい。 

スミドキＵ－40は、いつまで続けるか。 
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